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金
融
庁
所
管
の
特
定
事
業
者
（
た

だ
し
、
公
認
会
計
士
お
よ
び
監
査
法

人
を
除
く
。
以
下
、「
金
融
機
関
等
」

と
い
う
）
に
対
し
て
は
、「
マ
ネ
ー・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供

与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
２
０
２
１
年
11
月
22
日
公
表
）（
以

下
、「
マ
ネ
ロ
ン
Ｇ
Ｌ
」
と
い
う
）

の
「
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
」
の

全
項
目
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
３

月
末
ま
で
に
対
応
を
完
了
さ
せ
、「
態

勢
」
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。

　
「
体
制
」
が
物
事
に
対
処
す
る
た

め
の
仕
組
み
・
組
織
体
制
そ
の
も
の

を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
態
勢
」

と
は
、
物
事
に
対
処
す
る
前
も
っ
て

の
身
構
え
や
態
度
、
事
態
に
対
応
す

る
た
め
の
準
備
が
で
き
て
い
る
状
態

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、「
態
勢
を

整
備
す
る
」と
い
う
こ
と
は
、「
体
制
」

が
実
際
に
機
能
発
揮
し
て
い
る
状
態

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
態
勢
整
備
期
限
か
ら
１
年
近
く
が

経
過
し
た
２
０
２
５
年
３
月
31
日
、

金
融
庁
は
、「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の

有
効
性
検
証
に
関
す
る
対
話
の
た
め

の
論
点
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
理
」

（
以
下
、「
有
効
性
検
証
Ｄ
Ｐ
」
と
い

う
）
を
公
表
し
た
。

　
金
融
機
関
等
が
直
面
す
る
マ
ネ
ロ

ン
等
リ
ス
ク
は
、
常
に
変
化
す
る
た

め
、
有
効
な
対
策
を
継
続
し
て
講
ず

る
た
め
に
は
、
直
面
す
る
リ
ス
ク
を

適
時
・
適
切
に
把
握
し
た
う
え
で
、

自
社
の
体
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
か
を
継
続
的
に
検
証
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
有
効
性
検
証
Ｄ
Ｐ
は
、
有
効
性
検

証
を
「
金
融
機
関
等
が
、
変
化
す
る

マ
ネ
ロ
ン
等
リ
ス
ク
に
対
し
て
有
効

な
管
理
態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、『
自
社
が
、
直
面
す
る

マ
ネ
ロ
ン
等
リ
ス
ク
の
特
定・評
価・

低
減
を
適
切
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
』
を
確
認
す
る
取
組
み
」
と
定
義

づ
け
て
お
り
、
ま
さ
に
真
の
意
味
に

お
い
て
「
態
勢
」
が
整
備
さ
れ
て
い

る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
有
効
性
検
証
Ｄ
Ｐ
の
内
容
を
概

説
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
筆
者
が
現
在
な

い
し
過
去
所
属
し
て
い
た
組
織
の
見

解
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
一
個
人
と
し
て
の
見
解
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
更
な
る
高
度
化
に

向
け
た
有
効
性
検
証

TOPICTOPIC

「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効
性
検
証
に
関
す
る

「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効
性
検
証
に
関
す
る

対
話
の
た
め
の
論
点・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
理
」

対
話
の
た
め
の
論
点・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
理
」

の
解
説

の
解
説

11

の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所

の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士
　

弁
護
士
　
山
田
山
田  

真
吾
真
吾



12TOPICNo.926（2025年5月号） No.926（2025年5月号）

　
金
融
庁
は
、
２
０
２
５
年
３
月
31

日
、「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効
性

検
証
に
関
す
る
対
話
の
た
め
の
論

点・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
理
」（
以
下
、

「
有
効
性
検
証
Ｄ
Ｐ
」と
い
う
）
と
併

せ
て
、「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効

性
検
証
に
関
す
る
事
例
集
」（
以
下
、

「
本
事
例
集
」と
い
う
）を
公
表
し
た
。

　
本
事
例
集
は
、
金
融
庁
が
金
融
機

関
等
や
有
識
者
と
の
対
話
等
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
実
際
の
有
効
性
検
証
の

取
組
事
例
か
ら
、
金
融
機
関
等
に
お

い
て
参
考
と
な
る
事
例
を
整
理
・
公

表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
事
例
集
は
、
金
融

機
関
等
が
有
効
性
検
証
を
実
施
す
る

う
え
で
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で

あ
る
が
、
他
方
、
あ
く
ま
で
「
参
考

事
例
」に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り（
注

１
）、
事
例
の
趣
旨
・
意
図
、
検
証

手
法
や
検
証
実
施
後
の
見
直
し
の
方

法
等
ま
で
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
本
事
例
集
が
掲
げ
る

事
例
の
ご
く
一
部
に
は
な
る
が
、
金

融
機
関
等
に
お
い
て
、事
例
の
趣
旨・

意
図
、
検
証
手
法
等
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
で
き
る
限
り
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ
く

図
式
化
す
る
等
の
工
夫
の
も
と
解
説

す
る
も
の
で
あ
る（
な
お
、本
稿
に
お

け
る
図
表
は
、
す
べ
て
筆
者
作
成
）。

　
な
お
、マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
は
、ム
ー

ビ
ン
グ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
り
、
す

べ
て
の
金
融
機
関
等
に
共
通
す
る

「
正
解
」
は
な
い
。
ま
た
、
本
事
例

集
が
掲
げ
る
事
例
に
お
い
て
も
、
複

数
の
考
え
方
・
検
証
手
法
が
あ
り
得

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、

本
稿
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
１
つ
の

考
え
方
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
ご
留
意

い
た
だ
き
た
い
。

　
本
稿
に
お
け
る
提
案
や
意
見
に
わ

た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解

で
あ
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
・
所
属

し
た
組
織
や
団
体
等
の
見
解
を
示
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
す

る
。

一
　
有
効
性
検
証
の
枠
組
み

　
金
融
庁
は
、
想
定
さ
れ
る
検
証
の

実
施
内
容
と
し
て
、
❶
リ
ス
ク
の
特

定
・
評
価
と
❷
リ
ス
ク
の
低
減
、
さ

ら
に
、
❸
適
時
の
検
証
（
リ
ス
ク
事

象
発
生
時
）
の
３
つ
に
分
け
て
整
理

し
て
い
る（
図
表
１
参
照
）（
注
２
）。

　
❸
適
時
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
リ

ス
ク
事
象
が
発
生
し
た
際
の
対
応
と

し
て
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
有
効
性

検
証
Ｄ
Ｐ
が
検
証
の
留
意
点
を
記
載

し
（
注
３
）、か
つ
、本
事
例
集
に
お

け
る
主
眼
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
以

下
、
❶
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
と
❷

TOPICTOPIC

「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効
性
検
証
に
関
す
る

「
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
有
効
性
検
証
に
関
す
る

事
例
集
」
の
解
説

事
例
集
」
の
解
説

22
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証
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昨
年
６
月
、
事
業
性
融
資
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
金
融

界
に
お
い
て
企
業
価
値
担
保
権
制
度

へ
の
期
待
や
議
論
が
持
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。
本
座
談
会
は
、
立
案
関
係

者
ほ
か
金
融
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
事

業
再
生
の
専
門
家
を
招
き
、
企
業
価

値
担
保
権
の
課
題
や
活
用
を
中
心
に

議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。前
号
で
は
、

活
用
を
想
定
し
た
際
に
求
め
ら
れ
る

取
組
み
や
そ
の
対
応
を
中
心
に
、
続

く
本
号
で
は
、
期
中
管
理
や
倒
産
手

続
に
も
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
お
届
け

し
ま
す
（
本
座
談
会
は
、
２
０
２
４

年
12
月
２
日
開
催
）。

　
な
お
、
参
加
者
の
発
言
の
う
ち
意

見
に
わ
た
る
部
分
は
、
参
加
者
個
人

の
見
解
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の

見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
本
号
目
次
〉

六 

　
コ
ベ
ナ
ン
ツ
の
設
定
、
期
中
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

七 

　
倒
産
手
続
と
の
関
係
に
お
け
る

留
意
事
項

八 
　
事
業
性
融
資
推
進
法
利
用
拡
大

に
向
け
た
取
組
み

九
　
む
す
び
に

六 

　
コ
ベ
ナ
ン
ツ
の
設
定
、

期
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

牛
山　
企
業
価
値
担
保
権
を
設
定
す

る
場
合
に
お
け
る
成
長
企
業
向
け
融

資
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
コ
ベ
ナ

ン
ツ
を
設
定
し
、
ど
の
よ
う
に
期
中

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
べ

き
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
事
業
性
融
資
推
進
法
19
条
や
20

条
も
関
係
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
重
要
な
財
産
な
ど
に
つ
い
て

第
三
者
か
ら
の
強
制
執
行
等
が
な
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ベ
ナ
ン
ツ
や
担

保
設
定
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
と
し
て
あ

る
べ
き
コ
ベ
ナ
ン
ツ
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
あ
り
方
は
ど
う
な
の
か
な
ど
、

粟
田
口
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

粟
田
口　
企
業
価
値
担
保
権
は
事
業

性
融
資
推
進
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る

も
の
で
す
の
で
、
事
業
性
融
資
推
進

法
１
条
に
定
め
ら
れ
た
目
的
に
沿
っ

て
こ
の
担
保
権
を
生
か
そ
う
と
思
う

の
で
あ
れ
ば
、
生
か
し
方
を
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
貸
付
や
担
保
で
も
、
債
務

者
の
事
業
性
を
注
視
す
る
た
め
の
仕

組
み
が
、
も
っ
と
採
り
入
れ
ら
れ
て

座談会

「企業価値担保権」利活用「企業価値担保権」利活用にに
向けた課題解決向けた課題解決へのへの検討検討（下）（下）

アンダーソン・毛利・友常法律事務所アンダーソン・毛利・友常法律事務所
外国法共同事業 弁護士外国法共同事業 弁護士
粟田口 太郎粟田口 太郎
稲葉総合法律事務所 弁護士稲葉総合法律事務所 弁護士
稲葉 　譲稲葉 　譲
長島・大野・常松法律事務所 弁護士長島・大野・常松法律事務所 弁護士
井上 　聡井上 　聡
稲葉総合法律事務所 弁護士稲葉総合法律事務所 弁護士
牛山 琢文牛山 琢文（ファシリテータ）（ファシリテータ）
長島・大野・常松法律事務所 弁護士長島・大野・常松法律事務所 弁護士
大野 一行大野 一行
みずほ銀行 法務部みずほ銀行 法務部
日比野 俊介日比野 俊介

〈目次〉〈目次〉
一　はじめに一　はじめに
二　利用が想定されるユースケース二　利用が想定されるユースケース
三　企業価値担保権の与信上「担保」評価三　企業価値担保権の与信上「担保」評価
四 　企業価値担保権活用時の金融機関への四 　企業価値担保権活用時の金融機関への
期待と課せられる負担期待と課せられる負担

五 　企業価値担保権の設定時における留意五 　企業価値担保権の設定時における留意
点、注意点点、注意点

六　コベナンツの設定、期中モニタリング六　コベナンツの設定、期中モニタリング
七　倒産手続との関係における留意事項七　倒産手続との関係における留意事項
八 　事業性融資推進法利用拡大に向けた取八 　事業性融資推進法利用拡大に向けた取
組み組み

九　むすびに九　むすびに
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短期集中連載

第３の金融 “寄付” が拓く
 ――地方創生2.0の
財源開発フロンティア
ファンドレイジング

第１回：金融パーソンのための寄付入門

たしろ・たつお●2022 年より十六フィナンシャルグループのまちづくり会社「カ
ンダまちおこし」代表取締役社長。企業版ふるさと納税マッチングサービス
「CoLoRs（カラーズ）」「ITEMs（アイテムズ）」は２年間で３億円超、ローカ
ルクラウドファンディング「OCOS（オコス）」は合計 100 プロジェクト、１億
円を超える財源開発の実績がある。京都大学文学部卒業、1999 年十六銀行入行。
2017 年名古屋大学経済学研究科修士課程修了。専門はローカル経済。

たしろ・たつお●2022 年より十六フィナンシャルグループのまちづくり会社「カ
ンダまちおこし」代表取締役社長。企業版ふるさと納税マッチングサービス
「CoLoRs（カラーズ）」「ITEMs（アイテムズ）」は２年間で３億円超、ローカ
ルクラウドファンディング「OCOS（オコス）」は合計 100 プロジェクト、１億
円を超える財源開発の実績がある。京都大学文学部卒業、1999 年十六銀行入行。
2017 年名古屋大学経済学研究科修士課程修了。専門はローカル経済。

田代 達生田代 達生
カンダまちおこし株式会社 代表取締役社長カンダまちおこし株式会社 代表取締役社長

は
じ
め
に

　
本
誌
の
読
者
で
あ
る
金
融
機
関
行

職
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
い
う
ま
で

も
な
く「
金
融
」と
は
マ
ネ
ー
を
集
め
、

そ
れ
を
融
資
や
投
資
に
回
す
こ
と
で

経
済
を
回
す
仕
組
み
で
あ
る
。
リ
ス

ク
を
評
価
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
リ

タ
ー
ン
を
期
待
す
る
―
―
そ
れ
が
金

融
の
基
本
で
あ
り
、
金
融
仲
介
と
は

そ
う
し
た
マ
ネ
ー
の
橋
渡
し
に
よ
っ

て
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
業
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
伝
統
的
な
金
融
の
枠

組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
「
第
３
の

金
融
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
〝
寄
付
〞
で
あ

り
、
寄
付
は
金
銭
的
リ
タ
ー
ン
を
付

与
し
な
い
無
償
の
金
融
の
こ
と
。
そ

れ
で
も
立
派
な
金
融
の
一
類
型
で
あ

る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
だ
が
、
融

資
や
投
資
の
専
門
家
で
あ
る
金
融
機

関
行
職
員
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
寄

付
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
全
員
が〝
素
人
〞

―
―
こ
れ
が
わ
が
国
の
金
融
界
の
実

態
で
あ
る
。

　
日
本
に
は
寄
付
の
文
化
が
育
っ
て

い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
実
際
に
わ
が

国
に
お
け
る
寄
付
の
市
場
規
模
が
融

資
や
投
資
に
比
べ
全
く
小
さ
い
こ
と

は
後
に
見
る
と
す
る
。
だ
が
実
は
、

寄
付
は
爆
発
的
な
成
長
市
場
で
あ

り
、
仲
介
マ
ー
ジ
ン
も
厚
い
。
そ
れ

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」、
２
つ
の
制
度
が

ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

主
要
因
で
あ
る
。
い
わ
ば
〝
官
製
〞

の
寄
付
制
度
と
い
え
る
こ
れ
ら
２
つ

の
仕
組
み
は
、「
地
方
創
生
２
・
０
」

と
い
わ
れ
る
人
口
減
少
下
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
、
融
資
や
投
資
を
補

完
す
る
財
源
開
発
（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
）
手
法
で
あ
り
、
新
た
な
可

能
性
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。

　
本
連
載
は
、
現
在
、
わ
が
国
に
お

け
る
寄
付
仲
介
業
と
い
う
ニ
ッ
チ
な

業
界
で
お
そ
ら
く
先
端
に
い
る
だ
ろ

う
と
自
己
評
価
す
る
筆
者
が
、
寄
付

と
い
う
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
新
し

い
ユ
ニ
バ
ー
ス
を
示
す
試
み
だ
。
併

せ
て
、
伝
統
的
な
金
融
関
係
者
に

と
っ
て
目
新
し
い
と
思
わ
れ
る
、
今

後
の
地
方
創
生
の
成
否
の
キ
モ
と
な

る
で
あ
ろ
う
具
体
的
な
財
源
開
発
手

法
を
踏
み
込
ん
で
紹
介
す
る
。
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
諸
氏
に
と
っ

て
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一 

　
リ
タ
ー
ン
な
き
資
金
提
供

が
な
ぜ
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
得

る
の
か
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は
じ
め
に

　
２
０
１
５
年
の
会
社
法
改
正
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
の
制
定
か
ら
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
は
進
展
し
、
社
外
取
締
役
の
選

任
が
進
み
、
委
員
会
設
置
型
の
機
関

設
計
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え
た
。

し
か
し
、
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

は
道
半
ば
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
ス
コ
ア
は
、
国
際
社
会

と
比
較
す
る
と
見
劣
り
が
す
る
（
図

表
１
参
照
、
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す

る
国
際
的
な
指
標
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

ス
コ
ア
／
日
本
平
均
６
・
４
、
国
際

平
均
７
・
１
）。

　
日
本
で
は
常
識
と
さ
れ
、
こ
れ
で

よ
い
と
思
い
込
ん
で
い
て
も
、
そ
れ

が
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
「
落
と
し
穴
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
本
連
載

で
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
際
の
一
助

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

　
第
１
回
は
、
指
名
委
員
会
等
設
置

会
社
に
関
す
る
誤
解
を
解
く
。

　
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
、
監

査
等
委
員
会
設
置
会
社
、
監
査
役
会

設
置
会
社
の
３
つ
の
機
関
設
計
が
存

在
す
る
（
図
表
２
）。
指
名
委
員
会

等
設
置
会
社
こ
そ
が
、
国
際
社
会
で

典
型
的
な
機
関
設
計
で
あ
り
、
強
固

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
構
築
で
き
る
と
信

じ
て
い
る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

は
、
日
本
だ
け
の
特
殊
な
機
関
設
計

で
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
弱
点
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
点
を
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の 

導
入
経
緯

　
日
本
で
初
め
て
、
指
名
委
員
会
等

設
置
会
社
が
法
制
化
さ
れ
た
の
は
２

０
０
３
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
は

委
員
会
等
設
置
会
社
と
呼
称
さ
れ
て

い
た
。
日
本
独
自
の
監
査
役
会
設
置

会
社
の
ほ
か
に
、
国
際
社
会
と
同
様

の
「
監
督
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
の
機

関
設
計
」
を
導
入
す
る
た
め
に
考
案

さ
れ
た
。

　
当
時
、
日
本
で
は
、
社
外
取
締
役

を
過
半
数
に
す
る
の
は
不
可
能
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ご

く
少
数
の
社
外
取
締
役
に
主
要
な
監

督
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

指
名
、
報
酬
、
監
査
の
３
つ
を
主
要

な
監
督
事
項
と
し
て
３
委
員
会
の
設

置
を
義
務
づ
け
た
。
さ
ら
に
各
委
員

会
の
構
成
に
つ
い
て
社
外
取
締
役
を

過
半
数
と
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、

各
委
員
会
の
決
定
事
項
は
取
締
役
会

の
議
決
で
は
覆
す
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
し
た
。「
少
数
の
社
外
取
締

役
を
効
率
的
に
活
用
す
る
」
と
の
理

屈
づ
け
で
、
主
要
な
監
督
事
項
を
ご

く
少
数
の
社
外
取
締
役
に
委
ね
た
の

で
あ
る
。

【図表１】ＭＳＣＩガバナンス・スコアの比較（2025 年１月）

（出所）MSCI ESG Research LLC


